
　２学期は、テーマ学習で平和の憲法に取り

組みました。この学習で大切にしたことは、

子どもたちに当事者意識をもってもらうこと

でした。戦争＝昔にあった怖いことではない

し、憲法＝難しくて自分たちには関係ないこ

とではありません。自分の心の中にだれでも

戦争を起こす当事者の部分をもっていること、

憲法とは自分たちの平和な暮らしを守る大切

なものであることを伝えていきました。

　ピースサイクリングスタッフの武田さんの

お話、大阪空襲を経験された秋山さんのお話、

ピース大阪見学、価値観の違いを知るワーク

ショップ、そして「こどもの森憲法」の作成。

こどもの森憲法を作る過程では、真剣な話し

合いが何回も行われました。これらの学習を

通して、子どもたちは、対立は悪いものでは

なく、人と人が付き合う中で必ず起きるもの

であること、それを話し合いで解決していく

ことが平和であり、それを非難や攻撃で解消

することは平和を奪っていくことを学びまし

た。学んだことを実際の行動で示すことは難

しいことだとは思いますが、少しずつできる

ようになっていってほしいと思います。(藤田）
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テーマ学習 “平和と憲法 ”

アドラー派の心理学者は、大人が子どもに対

するとき、勇気をくじく行動『バリア』と勇

気づける行動『ビルダー』とがあるといいま

す。バリアは、「決めつける」、「説明する」、「指

示する」、「期待する」、「大人中心主義※」の

５つで、これらは大人の考えや期待を子ども

に一方的に押し付けるもので、子どもはバカ

にされたように思い、やる気をなくします。

　ビルダーは、「確かめる」、「問いかける」、「誘

う」、「称賛する」、「尊敬する」の５つで、い

ずれも子どもを尊重し、勇気づけるものです。

　バリアを用いずに子どもに接すれば、その

子はやる気を出すようになり、さらにビル

ダーを用いれば、責任を持った行動ができる

ようになるといいます。まずは、私たち大人

が子どもに対してバリアを用いていることに

気づくことからはじめませんか。　（辻 正矩）

※「大人中心主義」とは、子どもの未熟さを考慮せず  

　　に大人と同様にできると考えてしまうこと。

　人間には、人の欠点はよく見えるが自分

の欠点は見えないという困った癖がありま

す。ですから、親は子どもの欠点を見つけて

は叱ることになります。人間にはもう一つ癖

があって、それは人にほめられたいという癖

です。人にほめられるとやる気が起きます。

　家庭や学校で子どもに要求されるのは、大

人の決めたルールに従うことであり、それ

が正しいしつけや道徳教育だと信じられて

います。果たしてそれで子どもは健全に育っ

たでしょうか。

　現代の心理学研究では、子どもを脅した

り、報酬で釣ったりするやり方は一時的な効

果はあっても、長期的にはマイナス効果の方

が大きいとされています。それではどんなや

り方で子どもを導けばよいのでしょうか。

　心理学者のＡ .アドラーは、子どもを躾

ける場合、叱るよりも、その子を尊敬し、勇

気づけるやり方が最もよいと言っています。

　子ども一人ひとりの学びが大切にされ、子

どもがいきいきと育つ小学校。そんな箕面こ

どもの森学園の模擬授業を大人の方に体験し

ていただける３回シリーズのプログラムをご

用意しました。どうぞ、子どもの頃にもどっ

た気分でご参加ください。

　　第３回　「全校集会をやってみよう！」

日　時：２月 20 日（月）10 時から 12 時

場　所：箕面こどもの森学園森のサンルーム

講　師：平嶋　好美（こどもの森学園スタッフ）

参加費：1000 円（こどもの森会員 800 円）

定　員：１０名（３名以上で開講します）

申込方法：２月 17 日（金）までに、電話また

は FAX でお申込み下さい。保育はありません。

問合せ・申込先：箕面こどもの森学園事務局

　　TEL&FAX ０７２−７３５−７６７６

　子どもたちの主体的な学びを支援するオルタナ

ティブ・スクールです。子どもの興味関心を学習

の中心にすえ、子ども自身の生活から学習を組み

立てるフレネ教育の考えと方法を取り入れています。

募集人数：10 名程度（新１年生５名程度）

対象年齢：６〜 11 歳（小学５年生まで）

場　所：箕面市小野原西 6丁目 15 − 31

見　学：随時（ご相談の上で日程を決めます）

体験入学：見学の後、学校の平常の授業を

　　　　　５日間体験していただきます。

入学面接：ご相談の上で日程を決めます。

問合せ先：箕面こどもの森学園(072-735-7676)

 ※見学、入学ご希望の方はご連絡ください。

大人が用いるバリアとビルダー雑感
こんな学校に出会いたかった！！
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　12 月 21 日、おたのしみ会が開かれました。

いちばん最初に、低学年のピアニカ演奏と歌

がありました。続いて、高学年がオカリナ、

民族楽器、木琴の演奏と歌を聞かせてくれま

した。　ゲームのゴロゴロドッカーンではみ

んなで輪になって楽しみました。おやつタイ

ムには恒例の子どもたち手作りのおやつが並

びました。

 おやつを食べた後、有志によるギター演奏曲

「ハッピーバースディ」をみんなの歌声と共に

12月生まれの人へ送りました。次のビンゴゲー

ムでは、「景品はみんなにありまーす」でみん

なひと安心、自作パワーポイントでのシルエッ

トクイズも初登場、どちらもみんなにわかり

やすく進めてくれました。

　最後は劇団アニマルズの公演です。絵本を

基にした手作りの台本、何役もこなす俳優さ

んの早変わり、裏方さんの手際良い場面替え、

最後のシーンではホール２階から紙吹雪が舞

いおりるなど素晴らしい舞台を見せてくれま

した。それぞれがいろんな形で活躍して、み

んなで力を合わせて作りあげたお楽しみ会。

　みんなをリードしてくれる人、一人ではな

かなか出来なくても仲間となら頑張れる人、

上下でなく横のつながりの中で、それぞれの

役割の中で、成長していく子どもたちに勇気

づけられたお楽しみ会でした。(平嶋 )

　こどもの森講座 第３回
「体感！箕面こどもの森学園」

箕面こどもの森学園 生徒募集♪♪ ♪♪

《編集後記》

　新年あけましておめでとうございます。昨年は

国内、海外ともにドラスティックな出来事の多

かった年でした。とくに、東日本大震災と福島原

発事故は痛ましい出来事でしたが、私たちのこれ

までの生き方や社会のあり方を深く問い直す契機

となりました。今年は、少しでも明るい方向に向

かってくれるよう願っています。

　学園では、１月に２人の子どもが入学しました。

制度的に保障がない不利な条件にも拘らず、公教

育以外に自分の子どもを教育するのに相応しい場

を求めている人たちが少なからずいることに励ま

されています。今年は創立９年目になりますが、

スタッフ、役員ともども、気持ちを新たにして教

育に取り組んでいきたいと思っていまので、引き

続きご支援のほどよろしくお願い致します。（辻ま）

アクセス：阪急北千里駅から北へ徒歩15分

　11月 12日（土）オープンスクールが開かれ

ました。年長さんを中心に 9名の子どもたちと

その保護者の方、一般の参加者の方たちが参加

されました。木工・手芸・クッキングの３つの

体験授業があり、大人の方たちは授業参観と校

内見学をしました。

　その後、生徒たちによる学校紹介では、こど

もの森ではどんな学習をしているのかについ

て、パワーポイントを使って写真を見せながら

発表したり、演劇ワークショップで作った短い

お芝居の発表をしました。最後に、大人の方た

ちは小グループに分かれて、学校スタッフや学

校保護者を交えて座談会を開きました。入学を

検討されている方が保護者の方に具体的な質問

をされたりして和気あいあいとした雰囲気の

中、あっという間に時間がすぎていきました。

　12月 5日から５日間は授業体験週間でした。

年長児から５年生までの 12名が体験し、教室

は子どもたちでいっぱいになりました。さらに

引き続き入学検討のための体験入学をする子ど

オープンスクールと授業体験週間
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各種イベントのお知らせ １月～３月

子どもたちの手づくりお楽しみ会

もが５名いて、現時点で２名の入学が決まりま

した。一斉授業とも詰め込み教育とも違う、子

どもの可能性を拓く新しい学校を求める人が増

えてきているのを実感した１週間でした。

（守安）

　今年の春も、ロハス・フェスタと１日プレー

パークを開きます。人と環境にやさしい暮ら

しや食育について実感できるイベントです。

　箕面こどもの森学園の会場では、産地直送

の食品販売やロハスな軽食、手づくり品の販

売、折り紙教室、木工教室などがあります。

“ しぜん ”の活動
　2 学期は、キャンプに行ったり、クリーン

ハイキングに参加したりしました。キャンプ

では、野山を駆けたり、川でダム作りをしたり、

秋の味覚のむかごをとったり目一杯楽しんで

いるこどもたちでした。こどもたちの計画に

よる肝だめしも圧巻で、スタッフも楽しませ

てもらい、あらためてこどもたちの力、育っ

ているものを感じました。  クリーンハイキン

グは、箕面の山パトロール隊の行事に２年ぶ

りに参加させてもらいました。パトロール隊

の方々の子どもたちへの温かいまなざしに感

謝でした。子どもたちにとって身近ともいえ

る箕面の山を守ろうとする人たちがいること

を知るよい機会になったと思います。

　12 月は 1 学期によく利用した吹田市自然交

流センターで活動しました。落ち葉の山に飛

び込んだり、竹で基地を作るこどもたちを見

て、子どもが育っていくのに自然がいかに大

切か、力を貸してくれかを感じました。また、

活動の中で役割を分担して担うということ、

自然は大切なんやという気持ちが芽生えてい

ることがうれしいです。おとなも一緒に育っ

ていきたいと思います。（北出）

♪ ロハス inこどもの森＆プレイパーク
　　　　～あそびとアート～

♪ 

にとり公園では、恒例の１日プレーパークを

開きます。紙芝居、手づくり楽器、アートプ

レイなどで、のどかな春の一日をご家族でお

楽しみください。

日　時：３月１７日 (土 ) 10:00～ 15:00

　　　　（雨天決行）

場　所：箕面こどもの森学園＋にとり公園

参加費：無料　　参加申込み不要。

参加団体：エスペーロ、はるちゃん、葉根ご

よみ、ボディクレイ、箕面こどもの森学園、

よつ葉産直センターほか。

問合せ先：箕面こどもの森学園

　箕面こどもの森学園では、学習サポーター

になってくださる方を募集しています。学習

サポーターの方には、週 1 日程度学園に来て

いただいて、教育スタッフの協力者として授

業の補助をしていただきます。年齢・経験は

問いません。

　子どもの主体性を尊重する教育やこどもの

森学園の教育に関心のある方は、ふるって応

募して下さい。

問合せ先：箕面こどもの森学園

　　TEL&FAX ０７２−７３５−７６７６

******************************************

学習サポーター募集中！！



 　ロハス in こどもの森・秋フェスタ
  10 月 15 日、「しぜんとくらし」をテーマに、

持続可能な社会について身近な自然と暮らし

を通して考えようという趣旨で開催しました。

 フェアトレード雑貨のエスペーロ、手作り

小物の tukiko-craft、フィリピンのリサイク

ルエコグッズのイカオ・アコ、有機野菜と鉄

板焼きのよつ葉産直センター、玄米菜食ラン

チの葉根ごよみ、粘土の化粧品ボディクレイ、

本と雑貨のよろずやハミロンなど、今回も個

性的な店が勢揃いしました。PV ネットの南里

弘さんによる太陽光発電のお話、酒瀬川みほ

& トミーさんの「絵本らいぶ」、写真家で画家

の谷上裕二さんの「箕面の自然写真展」も楽

しんでいただきました。

 こどもの森学園からは、エコバッグと手作り

アロマ石けんのワークショップ、パン焼きと

ハーブティーなどで参加しました。（増田）
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  わくわく→きのくに→そして今・・・　   
　　　　　　　　亀井瑞希（2008年度卒業生）
　こんな楽しい学校に行ってみたい。わくわくを
見学してそう思った私は５年から転入した。他の
学校とは違うことばかりで魅力的だった。みんな
でスケートをしたり、フリマで資金をため修学旅
行に行ったり、自分で算数や国語の学習を進めた
りと、どれも楽しかったが、プロジェクトが特に
好きだった。お菓子を作ったり、友達の影響を受
けて手芸をしたり、それまでやったことのなかっ
た事がたくさんできた。
　中学も普通の学校に行きたいと思わなかったの
で、きのくに子どもの村中学校に入学し、動植物
研究所というクラスに入って、やりがいのある中
学校生活だった。
　今、音楽をもっと勉強したくて、音楽高校のピ
アノ科で学んでいる。ソルフェージュや鍵盤和声、
音楽理論など好きなことが授業にあって最高だ。
実技試験と学科試験が続くと大変だが、結果を見
るのが好きな私はそれはそれで楽しんでいたりす
る。２年で専門の時間が増える。勉強もピアノや
声楽の実技ももっと頑張りたい。他の楽器も始め
たい。やりたいことにどんどん挑戦していこうと
思う。

《自由作文紹介》

　　にとり公園であそんだこと　　　

　　　　　　　　　　　　　　　    ただゆき
　11 月 17 日木曜日にあやっきーとのぶっ
きーとふうと遊んだ。おにごっことけいドロ
を組み合わせた遊びをした。
　初めにふうがつかまって、すべり台のとこ
ろで、のぶっきーがタッチしてくれるのを待っ
た。しばらくしたら、のぶっきーがこっちに
向かって走って来たから、走る準備をして、
のぶっきーにタッチしてもらった。
　そして、ふうが後ろを向いたしゅんかんに ...
ふうの肩とのぶっきーのあごがぶつかって態
勢がくずれたときに、あやっきーが思いっき
り走ってきて、ドン、ドン、ドンとドミノだ
おしにたおれておもしろかった。
　その後も、のぶっきーがずっとたおれてい
て、近くにいた小さな女の子とお母さんに笑
われて、ちょっとはずかしかった。　

　こどもの森学園の子どもたちと、私の近所の
子どもたち、サッカー少年との違いは何だろう
か ?　どこの子どもたちも豊かな感受性とそれ
ぞれの感性が備わっています。しかし、違う点
が 2つあります。
　一つは、子どもたちとスタッフとの関係性で
す。昨今の教育は、能率、効率を求めすぎて、「待
つ」ことができないのです。それは、親も、学
校の先生も、サッカー指導者にも同じことが言
えます。大人自身が結果を追求しているからで
しょう。「結果」と「過程」のどちらが大切なのか?
　こどもの森では、物事に気づき、感じる「過
程」を大切にしてます。スタッフの待つ様子に
は、最初驚きました。しかし、子どもたちの感
受性、感性がじっくり、そしてより磨かれてい
くことに感動しました。
　もう一つは、「面倒見」です。1～ 6年生ま
で、バラバラでいてまとまっている感じを受け
ます。その原因は、年上が年下の子どもたちの
面倒を見るからです。これは、公立の学校文化
では生まれません。「面倒見」は、人間らしい
何より尊い価値があります。彼らを取り巻く関
係性は実に豊かです。じっくり、人から人間 (人
と人の間を大切にする ) へと変化する彼らの 5
年後、10年後が楽しみです。

　　こどもの森の子どもたち
　　　　　　　　　　廣田景一（学園講師）

　認定ＮＰＯ法人というのは国 ( 国税庁 ) が

認めたＮＰＯ法人で、寄付に対して優遇措置

が受けられます。特に企業からや相続財産等、

大口寄付に対して有利になります。しかし審

査が非常に厳しく全国で 242 法人 (2011 年 12

月現在 )しかありません。

　この制度が今年 4 月 1 日から改正され、認

定の要件が大きく緩和されました。

　箕面こどもの森学園の場合、認定を受ける

には「年平均、3,000 円以上の寄付者が 100

人以上」という要件を満たせばよいことにな

りました。賛助会員の会費 (3,000 円 ) は寄付

として認められるので、賛助会員が 100 名以

上になればクリアできます。また正会員の会

費は寄付とはみなされませんが、別に寄付し

ていただくということでもＯＫです。

　認定ＮＰＯ法人になるということは、単に

税制面で有利になるということだけでなく、

その組織や活動が公に認められ、社会的信頼

度を増すことにもつながります。私たちの運

動を広げていくチャンスではないでしょうか。

（芳仲た）

箕面こどもの森学園のさらなる発展のために、

ご支援いただける方は、次のいずれかの方法で

ご協力願います。　

◆正会員になる 　（年度会費 6,000 円）

◆賛助会員になる （年度会費 3,000 円）

◆資金・資材を寄付する

◆情報・労力を提供する

振込先：加入者　NPO法人箕面こどもの森学園

 <郵便払込 > ００９８０−７−２３２４０３

 <郵便口座振込>１４０２０−６８１９０７２１

 < 銀行振込 > 

 ゆうちょ銀行四〇八支店（普）６８１９０７２

 池田泉州銀行小野原支店（普）７２２５８

※会員になられる方には入会申込書と払込用紙

をお送りしますので、下記にご連絡ください。

 TEL&FAX 072-735-7676  kodomomori@nifty.com

  　　　いもうとのくまの服　　
　　　　　　　　　　　　　　　　    たつみ
 　いもうとのくまの服を作りました。なぜか
というと、いもうとがきせかえにんぎょうの
くまを買ってきて、「ふくを作って !」と言っ
たから、作りました。
　くまの服をぬいはじめたとき、大きさが小さ
すぎて、作り直したりしてとても大変でした。

　　あさ、おもちを食べたこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　そら
　10 月 5 日水曜日のあさ、ぼくははやおき
をした。まず、パジャマからふくへきがえて、
それから、あさごはんを食べた。
　きょうのあさごはんは、おもちだった。
2、3こ食べた。しょうゆをつけて食べた。
いつも食べるおもちより、もちもちしていて
おいしかった。
　それから、テレビを見て、学校へ行くじゅ
んびができたら、学校へ行った。

NPO法人箕面こどもの森学園の
　　　活動にご支援を！

９月〜12月

森のようちえんの活動（９月～12月）

 9 月は木工をしました。午前中は千里北公園

で木の枝や葉っぱや木の実などを拾ったり、

自然体験交流センターで竹を切って材料集め

をしました。崖のぼりや虫取りなども楽しん

だ後、こどもの森学園に戻って作業開始。大

きな平板をお母さんやお父さんと電動のこぎ

りで切って、その上に拾ってきた材料を載せ

たりして、思い思いの作品を作りました。

 12 月は餅つきをしました。子どもたちもお

父さんやお母さんに手伝ってもらって、重い

杵で餅をつきました。杵に餅がくっついて臼

から飛び出すというハプニングもありました

が、何とか 3 臼つき上がりました。こどもた

ちが中心になって、かわいい丸餅をたくさん

作り、きなこ餅、海苔巻き、大根おろし、お

雑煮などにしてみんなで全部食べてしまいま

した。詳しい内容については、ブログをご覧

下さい。http://moriasobi.blog.fc2.com/ 

（増田）

《プロジェクト紹介》

　　　　　江戸時代しらべ　

　　　　　　　　　　　　　　　　あきひさ
　江戸時代調べでは、食について調べました。
その一部を紹介します。最初は、「ふり売り」
です。ふり売りは、天びん棒をかついで食品
や日用品を売り歩く人のことです。
　売り物は、ダイコン、ナス、納豆、豆ふ、
アサリ、シジミなどでしたが、やがて、よご
れを落とした野菜や貝のむき身などや惣菜を
売るふり売りもあらわれました。いろいろな
物を売っていたようなので、きっとすごく便
利だったんだろうと思います。
　次は、江戸時代の屋台です。屋台では、当
時の人たちにとって、ファーストフードのよ
うなものを売っていました。売っていた料理
は、すし、そば、てんぷら、おでん、うなぎ
のかば焼きなどでした。今も、すしやうなぎ
がファーストフードだったらいいのになと思
います。
　最後は、ききんについてです。ききんとは、
異常な天気が続いて、作物のできが悪い年が
何年も続き、食物が不足して、栄養不足で死
んでしまう人が多くなることです。大きなき
きんでは、十数万人の人が飢え死にしたこと
もありました。
　たくさんの人が死ぬほどの食糧不足が起き
ると思うとすごくこわいです。

《卒業生からのメッセージ》

　　こどもの森講座第２回の開催

　　 ～自由作文のワークショップ～

　10 月 17 日（月）に第２回こどもの森講座を

開きました。今回のテーマは、「自由作文」で

す。自由作文では、クラスのみんなに伝えた

いことを作文に書き、それをみんなの前で発

表します。発表者以外の子はそれを聴き、質

問や関連して言いたいことがあれば発言しま

す。これを積み重ねていくことで、友達の感

じたことや考えていることを聴く楽しさ、自

分が伝えたいことを人に聴いてもらえる喜び

を感じ、子どもたち同士の中にお互いを認め

合う関係性ができていきます。講座では、フ

レネ学校で自由作文の学習が実際に行われて

いる様子をスライドで見た後、実際に自由作

文を体験してみました。震災後、放射能の被

爆を考え関西に引越されている心境、子ども

の子育てについて考えていることなど、自由

作文を伝え合ううちに、講座開始時は少し緊

張気味だったみなさんのお顔もすっかりほぐ

れ、とても打ち解けた和気あいあいとした雰

囲気になり、有意義な時間をもつことができ

ました。 ( 藤田）

認定NPO法人について

 下のグラフは、2010 年１月から 2011 年 12

月までの２年間の発電状況を示したものです。

2010 年のピークは５月と８月でしたが、2011

年は４月と８月がピークでした。発電量はど

ちらも 1000 KWh を越えています。一般に、春

と夏は発電量が多く、秋と冬は少なくなって

います。

　2011 年の最多月は８月で 1044 KWh、最少月

は 12 月で 536 KWh でした。最少月は最多月の

約半分の量になっています。2010 年も同様で

した。

　2011 年の総発電量は 9758 KWh で、前年の

総発電量 （9588 KWh) より少し多くなってい

ました。このうち 2482 KWh（25％）を自家消

費し、7276KWh（75％）を電力会社に買い取っ

てもらいました。その金額は約35万円でした。

　これからは、化石燃料や原子力発電にたよ

らない持続可能なエネルギーとしての太陽光

発電の重要性はますます増していくでしょう。

もっと普及すれば、太陽光発電パネルの価格

も今よりもずっと安くなります。そのために

は、設置者に補助金を出すか、電力会社の買

取価格をもっと上げる必要があります。（辻）

　　ごまちゃんの家・ごまカー
         　　　　　　　　　　　　 のぶき
　なぜ、ごまちゃんの家とごまカーを作った
かというと、家に「ごまちゃん」といううさ
ぎがいるからです。ごまちゃんの家は、ねじ
の長さをちょうせつして、ドライバーやドリ
ルでとめました。
　苦労したところは、ドリルでねじをとめる
ときねじが板からはずれてしまったので、何
回かやり直したところです。ごまカーは、コ
ロとひもをつけてひっぱれるようにしました。
　きりであなをあけるときに中までつきさ
さってしまい、コロの場所をずらさないとだ
めになったところです。もうちょっと、のこ
ぎ り で 板
を ま っ す
ぐ 切 れ る
よ う に が
ん ば り た
いです。

こどもの森市民太陽光発電所の運行状況
  ～2010年１月から2011年 12月まで～

月別発電量（2010 年１月～ 2011 年 12 月）


